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テップのクリアフィル SE ボンドと，SE ボンド 2
とか，こういったものを見ています．
　まあ，実際にこれは，象牙質に対しては，やっぱ
りスコッチボンド・ユニバーサルがポッと抜き出て
いるんですね．だいたい，クラレに言わせると，も
うほとんどはNDPを使ったら，ほぼ蘇生としては
同じになるはずだとは言ってるんですけれども，あ
とはやっぱり重合性ですね．重合性を担保する能力
が，やっぱり，スコッチボンド・ユニバーサル，
3M高いのかなっていう感じはします．組成として
同じなのに，これだけちょっと抜き出るっていう，
象牙質の疲労強さが．
　エナメル質に関しては，ほぼ，セルフエッジング
のモードだと，変わらないですけれども，やはり，
リン酸エッチングをすると，やはりまた飛び抜けて
くるという．やっぱり，ボンド層の，やっぱり機械
的な強度っていうのが，そのままこの疲労強さにも
影響してきているんだなっていうのがわかるかと思
います．
　まあ，あとは，これが 2ステップのボンディング
システムですけれども，やはり，象牙質に対しては
非常に高い疲労強さを示します．エナメル質に対し
ては，これも同様に，リン酸エッチングすることに
よって，疲労強さは高くなるという．やっぱりエナ
メルエッチングによる歯着面の増加，そしてトウ
ビョウ効果，こういったものがバッチリ効いてい
くっていうことが，改めてこれでわかるということ
です．
　こういうふうなことをしていきながら，現在使わ
れているボンディングシステムの接着耐久性，そう
いったことを考えてはいます．でもそれ以外に，特
に海外の場合には，リン酸エッチングを用いるとい
うんですね．リン酸エッチングを用いた場合に，問
題になってくるのが何かというと，やはり，まあ，
加水分解も起こりますけれども，それよりも，いわ
ゆるコラゲナーゼなどの酵素によって，その海綿が
破壊されるという，それがやっぱり一番問題になる
と．これはリン酸エッチングだけではなくて，おそ
らくセルフエッチングの場合でも起こりうるとい
う．起こり得る，ですよ．
　特に，齲蝕病巣の中には，MNP2 とか，そのま
ま残っているので，まあ，全部取っていると言って
も，例えば，齲蝕反応象牙質は残す訳ですけども，
齲蝕感染象牙質を取った後に，MNP2 がそこに残っ
ていないということはないだろうと．今はその辺分
析なんかやっているグループがいますけれども，そ
したらそれが将来的には劣化の場になる可能性があ
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ると．じゃあ，そうしないためにどうするかという
と，MNPインヒビターですね，を入れると．でも，
それ，MNPインヒビターとしてクロルヘキシジン
を使うという．リン酸エッチングした後に，水洗乾
燥をして，クロルヘキシジンを作用させてって．で
もそれは劣化をただ，まあちょっと遅らせているだ
けだという．
　じゃあ，どうするかというと，もう，化学的な接
着を，ハイドロ・・・，それはやっぱりMDPでで
きるだろうと．それ以外には，このエタノール・ウ
エット・ボンディングですね．エタノール・ウエッ
ト・ボンディングというのは，水とエタノールを置
換させてあげて，そしてそこにボンドを入れてやる
という方法です．でも，その代り，すごく時間が掛
かるんで，臨床的ではないですね．あとは，再石灰
化をさせるという，そういうふうな．
　例えば，松風のフローロボンドシェイクワンって
いうのは，あの中に S-PRG フィラーがあって，
S-PRG フィラーからのイオンの放出によって，再
石灰化する可能性っていうのは，ほんとにしている
かどうかはわからないですけれども，可能性はあり
ます．ですから，私たちも，やっぱりイオンに注目
するっていう．特にこれ，バイオアクティブガラス
の考え方っていうのを応用している訳です．
　最近GCから出たグラスアイオノマーセメントの
塗付用のグラスアイオノマーセメントは，亜鉛に着
目してます．亜鉛による再石灰化ですね．まあ，バ
イオアクティブガラスの場合には，リンと，特にこ
のリンと特に Si ですね，シリカに着目をしていま
す．あるいは，このそれ以外のメタル，メタルイオ
ンがありますけども，ここに少し左のほうにありま
すけれども，ストロンチームや，亜鉛や，マグネシ
ウム，あるいは銅とかですね．この辺のどの辺に着
目するかっていうのは，メーカーによって違うと思
います．
　あと日本では，まだ発売になってないですけれど
も，ノバミンっていうバイオアクティブガラスがあ
りますけれども，ノバミン自体は，グラクソスミス
クラインが買ったんですね．で，GSK が買って，
歯磨剤に入れてます．それがセンソダインリペアと
いう名前で，アメリカで発売されていますね．
　やっぱりその辺のバイオアクティブガラスに関し
ては，やっぱり，高機能化ということを考えるに当
たって，歯科材料の中でも使われている材料です
し，あとはやはり，ボンディング材層の再石灰化を
考えるためには，こういったイオンをうまく使って
いくというのが重要だとは思います．
　例えば，MTAが再石灰化に効くっていうのは，
まあ，もちろんカルシウムがあれだけ，まあ，カル
シウムがたぶん，80％ぐらいカルシウム入っている．
ですから，そのカルシウムが効くといえば効いてい
るんだとは思いますけれども，それ以上に，シリカ
が 7，8％入っているんですね．やっぱりシリカの
効果っていうのは捨てがたいっていう．カルシウ
ムっていうのは，再石灰化する時に，カルシウム誰
か連れて行かなきゃいけない訳ですね．そのカルシ
ウムが連れていく人が，Siという 4つの手を持って，
2つの手を持ったカルシウム君をこうやって囲うよ
うにして連れて行くという，そういうふうなことで
すね．
　あの，MTAが開発したのがトラビジョなんと
かっていう，イスラエル人ですけれども，その彼の
実家っていうのが，漆喰屋さんをやっていたんです
ね．で，そこでポートランドセメントを着目したん
じゃないかなっていうのが，べつに僕聞いた訳じゃ
ないんですけど，まあ，そうじゃないかなってい
う．それで，漆喰屋さんっていうのは，アスベスト
とかああいうふうなヤツですね．アスベストってい
うのは，今結構古い建物問題になってますが，なん
で問題になるかっていうと，あれを吸引すると肺で
石灰化を起こすからです．アスベストが石灰化の元
なんですよ．まあ，そういうふうなのから，ポート
ランドセメントっていうのが，やっぱり着目したん
じゃないかなは思うんですけれども．
　まあ，これが時々最近出しているんですけれど
も，これ，『ヨーロピアン・ジャーナル・オーラル
サイエンス』の 10 年くらい前ですけれども．これ
何かというと，これ，根未完成歯．根未完成歯の，
それでこれ象牙細管がありますけれども，この間の
ここの，まあ例えばここの分析をします．EDXで．
カルシウムとリン，当たり前だなと．この辺は分析
すると，カルシウム，リン，マグネシウム，シリ
カ，あと硫黄とか出て来るんですね．で，この辺の
コンセン辺りで見ると，マグネシウム，アルミニウ
ムとかなんですね．
　じゃあ，これが歯根完成しましたという歯につい
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てみると，ここ，マグネシウムがありますけど，シ
リカが無くなっているんですね．ここもアルミとシ
リカが無くなっているんです．やっぱり，こういう
ふうなことを考えると，これらの根未完成歯ってい
うことは，これから歯根を作っていく，石灰化をし
ていくという，その時にあったイオンが，歯根がで
きると無くなるっていうことは，それらがおそらく
カルシウムを持って行く時に重要なイオンだったん
だろうという．この論文ではそういうふうなスペ
キュレーションをしている訳です．で，MTAの組
成を見て，やはりMTAの組成の中のシリカは非常
に重要だっていうような，そういうふうな一連の流
れですね．これ，松戸の先生の研究なんですけども．
　そういった意味で，今後の接着システムを考える
に当たっては，こういったイオンの効果っていうの
も捨てがたいという．そういうふうな中で，先ほど
ご紹介したように，GCはその中でも亜鉛のですね．
亜鉛に関してはいくつか論文もあります．ボンディ
ング剤に対して，亜鉛を入れることの効果につい
てっていう．わりと着目はされてます．やはり，金
属イオンなんで，その後の着色とか，そういったも
のも考えて行かなければいけないですけれども．
　ですから，齲蝕病巣を除去．まあ，ここで齲蝕反
応象牙質があって，齲蝕反応象牙質についても，ま
あ，わかっているようでまだわからない部分がある
という．そういうふうな中で，これが劣化が起こら
ないようにしていくような，逆に，だからこそ，強
化していく．そのために，何らかのイオンを使うと
いうことと，あとは将来的には，自己修復性の修復
材料ですね．そういうふうなものも，いずれ出てく
るんだと思います．
　まああとは，ほんと，エナメル質をたくさん残す
から，こういうふうな修復ができるんですね．歯質
が残っているんで，それを頼りにして形を作ってい
くという，そういう考え方ですね．
　こういった材料に対する考え方，あるいは材料の
扱い方，そういったものも考えていく訳ですけれど
も，そろそろ終わりに近づいてくると，こういう道
具も必要だという．まあ，もちろんこういうふう
な，今 5倍速のマイクロモーターっていうのは非常
に使いますけれども，よくよく見ると，ここが
MMエキスカベーターって書いてあります．宮崎
真至です．あの，売り物です．非常に使いやすいの
で，昭和大学のこの病院で採用してくれないかなっ
ていう．さすがに自分の病院で採用してくれとは言
いづらいものがあって．学生実習で買わせようか
なって一瞬思ったんですけれども，医局員に強く止
められました．「やめたほうがいいですよ，先生」っ
て言われて．
　あと，これ，宮崎教授考案の製品一覧．残念なが
ら，この充填機もウチの病院では採用してくれませ
んでしたね．わりと使い良いんですけどね．1本売
れると，20円か30円ぐらい，インセンティブが入っ
てくるという．これ面白いですね．ここ，背戸製作
所という，背戸のおじさんが作ってくれるんですけ
れども．来て，こんな形って，この角度でいいです
か？って，目の前で曲げてくれるんです．あ，もう
ちょっと曲げてとか，あ，曲がり過ぎとか，そう
やってプロトタイプを作っていって．そういう，
やっぱり道具は，やっぱり重要だと思います．材料
と道具．
　つらつらとお話をしてきましたけれども，やっぱ
り，僕，実際に臨床もやって，コンポジットレジン
充填っていうのは，なんか，10 年前と比べて，確
実にうまくなっている気がします．それは，まあ，
やっぱり自分で考えるっていうことが，ほんとに重
要だと思いますし，どうやったら効率的なコンポ
ジットレジン修復ができるのかっていうのは，ま
あ，常に考えているという．それが，技術にも繋が
るんだと思いますけども．でも，それ以上にやっぱ
り材料の発展っていうのは大きいと思います．
　こういうふうな中，デンティストリですから，デ
ンティストリーは何かっていうと，デント・イズ・
トライっていう．これがなかなか．ほんとにあの，
新しいことにチャレンジするっていうことと，新し
い知識を得るっていうこと，そしてまた，大学なの
で，新しい情報を発信するという，そういったこと
がほんとに重要だというふうに思っています．
　ほんとに今回は，こうやって昭和大学にお呼びい
ただいて，みなさんと時間を共有することができ
たっていうことは，ほんとに非常に光栄に思ってお
ります．ほんとにどうもご清聴ありがとうございま
した．
○座長　宮崎先生，ほんとにすばらしいご講演あり
がとうございました．私はもう 1回再学習させてい
ただきまして，非常に，このまま老いていくもの
歯質接着耐久性の獲得
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じゃないなというふうに思いました．会場の方，先
生方，何かご質問，ご追加，ありますでしょうか．
どなたかありますか．無ければ，2，3 私のほうで
ご質問させていただきたいんですけども．1つは，
先生，根面齲蝕修復に関しましては，どういうご意
見がございますでしょうか．
○宮崎　まあ，あの，保存学会の考え方と同じです
けれども，昔は，僕が卒業して直ぐの頃は，もう，
100％グラスアイオノマーセメント充填でしたけれ
ども，もう今，グラスアイオノマーセメントで充填
するっていうことは，もうほとんど無いです．やは
りもう，コンポジットレジン修復で十分だと思いま
すけれども．その代り，エンカにわたる根面齲蝕の
場合には，やはり，しっかりと防湿ができなかった
場合には，やっぱり外科的に歯肉を切開して，一旦
カフウした後に，次回来院時にコンポジットレジン
修復というような感じにしていっています．
　また，あと，コンポジットレジン修復の時に，歯
頸部充填の時に考えなければいけないこととして
は，やっぱりシェードの選択になってきます．
シェード選択の時には，歯頸部の・・・であるとか，
歯頸部の色を見るんではなくて，その歯の歯冠中央
付近の色を充填するように，だいたい心掛けます．
また，だいたい 3つのパターンに分けます．色がほ
とんど付いていない，色が濃い，中くらい，そして
とっても色が付いている．とっても色が付いている
時には，A3Oであるとか，そういったオペークペー
スト，あるいは場合によっては，ホワイトニング用
のペーストを置いた後に，A3 のレジンペーストを
置いたりします．
　なぜ，歯頸部充填の時に，そういうふうな色の選
び方をするかというと，歯頸部は絶対に歯頸部の
色っていうのは，赤みが強く見えます．1つは何か
というと，色の対比効果です．歯肉の赤いものに対
して，ちょっと黄色み掛かった歯があると，より赤
身が強く見えるという，これが色の対比効果です．
もう 1つの理由としては，歯肉に入射した光が，散
乱拡散して，歯頸部から出て来ます．赤い光ってい
うのは，だいたい，波長が長いので，進達性があり
ます．それで，歯肉の赤い色が歯頸部に反映くると
いう，その 2つの理由があります．ですから，そう
いうふうな 2つの理由から，シェードの選択の時に
は，歯冠中央付近のものをということです．
　あとは，実際に充填の時には，防湿ですけれど
も，防湿方法としては，やはり，歯肉圧排行動を
しっかりと入れて，それで充填という，そういうふ
うな操作になります．
○座長　どうもありがとうございました．それでは
どなたかありますでしょうか．先生，そしたらもう
1つあるんですけど．コンポジットレジンの摩耗量
の測定っていうのは？っていうのは，今，今年の 4
月から保健の改定で，いろんな咬合力の測定ですと
か，いろんな測定の仕方が算定要件に出て来ている
んですけど，その時に，材料の摩耗量の測定ってい
うのは，何か先生，名案はありますでしょうか．
○宮崎　いや，もう，口腔内は，もう，口腔内ス
キャナーで読み取って，それをもう，比較してい
くっていう，そういう方法になるんだと思います．
ですがまあ，これから口腔内スキャナーがもっと汎
用性が高くなってくると，そういうふうな，ただ補
綴装置を作るための口腔内スキャナーでの印象だけ
ではなくて，その摩耗量であるとか，そういう定量
化をするための方法として，口腔内スキャナーって
いうのは，応用されて行くんだろうと思います．
○座長　どうもありがとうございました．その他先
生方，何かございますでしょうか．よろしいでしょ
うか．はい，先生，どうもほんとに，今日はありが
とうございました．
○宮崎　どうもありがとうございました．
○司会　ありがとうございました．では，学士会か
ら宮崎真至先生に感謝状と記念品の贈呈をいたしま
す．宮﨑歯学部長，よろしくお願いいたします．
